
南相馬市障害福祉サービス職員実態調査報告書 
 

震災から６年が過ぎました。いまだ福島県南相馬では、原発事故の終息の方向が状況の

中、２０１６年７月には小高地区の避難解除がされましたが、２０１７年３月末時点で

も以前の人口の約１割しか住民は、戻ってきていません。 

 南相馬市全体でも若い人たちの流出は、深刻な状況です。 

 そうした中で、南相馬市では震災直後から障害分野では、いち早く日中事業の再開が

全国からの支援も受けつつ取り組まれてきました。 

 現在では、日中事業所利用者数は震災前の状況に近づきつつあります。しかし、利用

者の支援を支える職員確保は、震災前には、現場を中心に回していた経験ある職員たち

の多くが南相馬市外に避難していく深刻な状況となりました。その多くの人たちが小さ

い子供を抱えている職員たちでした。 

 現場の状況が大きく変わる中で、障害のある人たちの暮らしを守り、日中の場の確保

とニーズに応えた支援を進めていくために並々ならぬ献身的な努力が続けてこられま

した。 

 しかし、職員一人一人の献身性だけに頼っていくことには、限界に近づていており、

将来が見通せない状況にもなりつつあります。 

 今回、職員の状況、特に生活保障につながる身分保障に焦点を合わせた緊急調査を実

施しました。 

 この調査で、南相馬での障害福祉サービスを支えている職員の劣悪な身分保障が明ら

かになりました。この問題の解決抜きには、南相馬市の障害福祉の未来は見えてきませ

ん。国・県・市が一緒になって、この問題解決を正面に据えていくことが緊急に求めら

れています。 

 この現状を一人でも多くの方々に知っていただき、問題解決の糸口につなげていくた

めにこの報告書を作成しました。 

  

 

 

２０１７年５月 

きょうされん南相馬支援チーム 

 

 

 



調 査 目 的：震災後から献身的に障害のある人の暮らしや仕事を支えてきた障害福祉サー

ビス職員の労働環境の実態を把握し、問題点を整理し、今後も長く福祉サー

ビスを支えていくための従事者の身分保障の改善の方向を考える。 

対 象 者：ＮＰＯほっと悠・ＮＰＯ希望の家あさがお・ＮＰＯひばり・ＮＰＯサポート

センターぴあの職員９４名 

調 査 方 法：各事業所に一括してアンケートに答えてもらい、回収した。 

調査時期：２０１７年１月～２月 

データ比較資料について：全国平均で出している数字は、「平成 28 年度障害福祉サービス

等従事者処遇状況等調査の調査結果」の「福祉・介護職員処遇改

善加算（Ⅰ）～（Ⅳ）の届出をしている施設・事業所」データか

ら 

１.対象者について 

● 年齢と性別 

    常  勤    非 常 勤    総  計 

 合 計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 

２０代   ５   １   ４       ５   １   ４ 

３０代   ８   １  ７    ２    ２ １０   １   ９ 

４０代 １７   ６ １１  １１   ２   ９ ２８   ８  ２０ 

５０代 １０    ２  ８   ３   １  ２ １３  ３ １０ 

６０代  １３   １ １２ １５   ５ １０ ２８  ６ ２２ 

７０代  ５   １  ４  ４   １   ３   ９  ２  ７ 

８０代      １  １    １   1  

合 計 ５８ １２ ４６ ３６ １０ ２６ ９４ ２２ ７２ 
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職員の年齢構成では、職員全体では、６０歳以上が４０．５％を占めています。 

常勤職員では、３１．０％を占め、非常勤となると５５．６％が６０歳以上で、過半数

を占めています。さらに非常職員の場合、７０歳以上が、１３．９％を占めており、高齢

の方々が、大きな戦力となっています。 

一方で、２０代の若い職員は、わずか５名で、全体の５．３％しか占めておらず、２０

代、３０代合わせても１５．９％しかいません。介護分野での施設等での介護職員の年齢

構成では、２０代、３０代合わせると全体の４３．０％を占めています。（平成２５年度介

護労働実態調査：（財）介護労働安定センター）南相馬の事業所は介護分野の全国平均のわ

ずか１/３の水準でしかなく、若者不足の深刻さが浮き彫りとなっています。 

 男女構成でみると全体で７６．６％が女性です。これは、介護分野が７３．０％という

数字で、あまり差がみられません。 

 しかし、年齢層を見てみると６０歳以上の常勤職員で、女性は８８．９％で、男性はわ

ずか１１．１％です。 

さらに２０代、３０代の常勤職員のうち、男性はわずか２人で、１５．４％しか占めて

いません。 
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職員の平均年齢 

    男    女   全体 

常   勤 ４７．５歳  ５０．６歳  ５０．０歳 

 非 常 勤  ６３．２歳  ５６．１歳  ５８．１歳 

 全   体  ５３．３歳  ５２．６歳  ５３．１歳 

＊全国福祉施設常勤介護職員  ３５．１歳  ４０．５歳  ３８．７歳 

    ＊厚労省の「平成２５年賃金構造基本統計調査」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

職員の平均年齢は、全体で５３．１歳となり、うち男性は、５３．３歳、女性は、   

５２．６歳となっています。 

   常勤職員は、全体で５０．０歳、男性で４７．５歳、女性で５０．６歳となってお

り、全国の福祉施設常勤介護職員と比較すると全体で１４．４歳、男性で１８．２歳、

女性で１２．１歳高い年齢となっており、南相馬の施設職員の高齢化が大きな特徴で

あることを物語っています。特に、常勤職員の男性では、全国平均は３５．１歳と若

い年齢にあるが、南相馬では４７．５歳となり、中年以上の年齢となっています。 

 

 

● 職種について 

 

管理責任者 サビ管 主任 支援員 相談専門員 世話人 看護師 調理師 その他 

 １１  ９  ３ ４０    ７  ９  ３     ５  １６ 
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２.勤務状況について 

● 日数                                 

 

  

 

 

● １日労働時間 

 

勤務日数が６日となっている人が、２８．２％を占めている。職員確保が厳しい中で、

職員の勤務日数をギリギリ増やし、対応している実態です。 

 

 

３.職員の身分保障 

● 職員の給与水準 

 常 勤 非常勤  合 計 常 勤 非常勤 合 計 全国平均 

１０万未満   ３   １６  １９    5.2%   44.4%    20.2%    0.1% 

１０万～    ４   ４    11.1%     4.3%      0.6% 

１２万～    ４   ４    11.1%     4.3%      2.3% 

１４万～   ２   ３   ５     3.4%    8.3%     5.3%      3.7% 

１６万～   ６    ５  １１    10.3%   13.9%    11.7%      5.3% 

１８万～   ７    ７    12.1%      7.4%      6.2% 

２０万～  １０   １  １１    17.2%    2.8%    11.7%      7.3% 

２２万～  １３   ３  １６    22.4%    8.3%    17.0%     11.7% 

２４万～   ７    ７    12.1%      7.4%      4.0% 

２６万～   ４    ４     6.9%      4.3%      8.1% 

２８万～   １    １     1.7%      1.1%      7.9% 

３０万～   １    １     1.7%      1.1%      7.5% 

３２万～   １       1.7%      1.1%      6.1% 

３４万～            5.3% 

３６万～   ２    ２     3.4%      2.1%      4.4% 

３８万～   １    １     1.7%      1.1%     19.5% 

合計  ５８  ３６  ９４     

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 5ないし 6日 ６日 

 １  １  ３  ８ ５０   ３ ２６ 

2時間 3 時間 4 時間 5 時間 5.5 時間 6時間 6.5 時間 7 時間 7.5 時間 7.75時間 8 時間 

 １  １  ４ １２   ２  ３  ４  ２ ２９  １１ ２５  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の職員の平均給与額は、２０万円未満は５３．２％を占めています。全国平均で

は、２５．５％となり、南相馬はその２倍を占めています。一方で、２８万円以上とな

ると全国平均では、５０．７％を占めていますが、南相馬は６．５％と極めて低い数字

となっています。南相馬の常勤職員をとってみても１０．２％と同じ低い水準です。 

 

● 職員の平均年収 

平成 27年処遇改善加算届け出している事業所全職員    ３，６２１，０９６円 

南相馬常勤職員年収平均                 ２，７４６，２８７円 

                             ＊全国平均の０．７５倍 
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 職員の年収 
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年収比較

＊全国平均は、平成27年処遇改善加算届け出をしている事業所全職員

  常 勤 非常勤 合  計 常 勤 非常勤 合  計 

100万未満      ６   ６    18.2%    6.7% 

200万未満   ５  １８  ２３     8.9%   54.5%   25.8% 

300万未満  ３４   ９  ４３    60.7%   27.3%   48.3% 

400万未満  １４   １４    25.0%    15.7% 

400万以上   ３    ３     5.4%     3.4% 

  ５６  ３３  ８９    
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常勤職員の平均年収は、２７４万円と３００万円を超えておらず極めて低い水準であり、

全国平均３６２万円より ８８万円も少ない状況です。 

 ３００万円未満の職員は、全体の６９．６％を占めています。反対に４００万円以上の

職員は、わずか５．４％しかいません。 

● 経験年数                ● 賞与について  

● 常勤職員の年代ごと年収   

 100万台 200万台 300万台 400万台 平均年収 全国平均 

20代   １  ３  １  ２３８万 ３２８万 

30代   ５  ３  ２７５万 ３６７万 

40代   １  ８  ８  ２８０万 ３７６万 

50代   1  ６  １  １ ２７６万 ３７０万 

60代以上   ２ １２  １  ２ ２７８万 ３０２万 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 常 勤 非常勤 合 計 

１年未満  ３  １  ４ 

１～３年未満 １４ １３ ２７ 

３～５年未満  ９   ９ 

５～７年未満  ７ １０ １７ 

７～10年未満 １１  ６ １７ 

10～15年未満  ７  ２  ９ 

15年以上  ５  １  ６ 

  常 勤 非常勤 合 計 

  なし  １   １ 

０～１か月未満    

１～２か月未満 １５ １８ ３３ 

２～３か月未満  ９  ６ １５ 

３～４か月未満    

４～５か月未満 １２   １２ 

５か月～ ２１ １１  ３２ 

 100万台 200万台 300万台 400万台 平均年収 

１年未満   ２   １      １８４万 

１～３年未満   ２   ９   ３   ２３９万 
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● 常勤職員の経験年数ごと年収 

年代ごとの平均年収は、２０代では全国平均より９０万低い２３８万円と非常に低い金

額となっいます。３０代では、９２万円低い２７５万円です。最も年収が多い４０代で

は、９６万円低い２８０万円となっており、いずれの年代でも３００万円を超えていな

い状況です。 

● 常勤職員の職種別年収 

 100万台 200万台 300万台 400万台 平均年入 全国平均 

管理責任者   1   ２   ６   ２ ３２８万  

サビ管    ３   ５   １ ３３２万  ４２４万 

主任     ２   １  ２７５万  

支援員   ２  ２１     １    ２４７万  ３６０万 

相談専門員   １   ３   ２   １ ２７８万  ４０８万 

世話人   １   ４   ２３７万  ３０５万 

看護師     １  ３０３万  ４７１万 

調理師    １   １  ２９１万  ３２２万 

その他    １   １  ２９０万  

＊全国平均は、平成 27年に処遇改善加算の届出している施設・事業所の調査結果より 

 職種別の従事者の平均給与額×１２か月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３～５年未満    ６   ３   ２７８万 

５～７年未満   １   ４   ２   ２６７万 

7～10年未満    ８   ３   ２５４万  

10～15年未満     ４   ２   １  ３１３万 

15年以上    ２   １   ２  ３６７万 
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 職種別の常勤職員の平均年収は、サビ管では全国平均より９２万円低い３３２万円。

支援員では、全国平均より１１３万円も低い２４７万円です。 

 

 

 

 

まとめ 

  

原発事故で様変わりした障害福祉事業所現場！ 

 今回の調査では、障害福祉サービス事業所職員の常勤・非常勤を合わせた全体の平均

年齢は、５３．１歳でした。常勤職員でも５０．０歳で、全国福祉施設常勤介護職員の

平均３８．７歳と比べると年齢の高さが特質されます。 

 また、一番平均年齢の高い層は、男性の非常勤職員で６３．２歳となっています。 

 さらに職員全体では、６０歳以上が４０．５％を占めており、南相馬では、年齢の高

い方々が中心の現場とならざるを得ない状況です。 

 逆に若い職員層では、２０代３０代合わせても全体の１５．９％しか占めていません。

全国の介護分野での施設等の介護職員では、４３．０％ており、南相馬の障害福祉分野

でも若者不足は、深刻な状況となっています。将来を考えると憂慮される状況にありま

す。 

 

ギリギリの身分保障！ 

 さらに働いている職員の身分保障も非常に厳しい状況に置かれています。 

 常勤職員の平均年収は、南相馬では約２７４万円で、３００万円にも到達していませ

ん。全国平均（H27 年処遇改善加算届け出している事業所全職員）では、約３６２万円

となり、８８万円も低い水準です。 

 その内容をさらに細かく見てみると南相馬の全体職員の平均給与で、２０万未満は、 

５３．２%と半数を超えています。全国では、その半分の２５．５%となっています。 

 逆に２８万円以上となると全国では、５０．７%を占めますが、南相馬では、６．５%

と極めて低い実態です。 

 常勤職員の年代ごとをみても２０代では、２３８万円。３０代で２７５万円と３００

万円にも届いていません。とても若い職員を雇える実態ではありません。また、この状

況をそのままにしておくと今働いている職員もいつまで続けていくことができるのか、 

 

このままにしておけない緊急課題。  

 今回の調査であきらかになった職員の状況は、このままにしておくことはできません。 

特に職員の給与改善は、なにより優先されるべきことです。 


